
「現地メディア向けプレスツアーを行いました」 

 
平成３０年１２月６日から７日にかけて現地メディア

向けプレスツアーを実施し，新聞・ラジオ等４社４名のメ

ディア関係者が参加しました。このプレスツアーは，日本

の開発協力が現地メディアで取り上げられる機会を増や

すとともに，ジンバブエ国の政府関係者，知識層およびジ

ンバブエ国民への情報発信を強化するためのものです。 

 

プレス一行は、西マショナランド州フルングウェ郡を訪れ、

草の根・人間の安全保障無償資金協力「チダモヨ・クリス

チャン病院レントゲン機材供与計画」の引き渡し式を取材

しました。 

 

「日本製のデジタル式高性能レントゲン機材により地域

住民の健康増進に貢献！」 

 

1 日目は、ハラレ市から車で約５時間道のりを経て夕刻チ

ダモヨ・クリスチャン病院に到着しました。この日は，同

病院の医師や看護師長さんらと病院の診療状況や課題，今

回日本政府から支援されたデジタル式レントゲンの有効

性についてお話を伺いました。従来の現像式レントゲンは

精度が低く，また，現像に多くの時間と費用がかかってい

ましたが，本機材の供与により地域住民に対する安価で精

度の高い診察が可能となり，特に貧困創住民が多いこの地

域では，多くの地域住民が質の高い医療サービスを享受す

ることが可能となることがメディア関係者に伝えられま

した。 

 

メディア関係者と病院関係者との意見交換会 

 



 

2 日目は、同病院にて岩藤大使の他，マングウィロ保健・

育児副大臣，フルングウェ郡選出のセシル・カシリ下院議

員の出席のもとデジタル式レントゲン機材の引渡し引き

が行われ，病院関係者，地域住民等約５００名が参加し，

日本政府からの支援に感謝の意が示されました。また，同

式典では日本企業の現地担当者による本レントゲン機材

の有効性についての説明が行われるとともに，マングウィ

ロ副大臣からは，本病院のサービス向上に向け不足してい

る医師や看護師，レントゲン技術の向上についてその推進

を約束する旨述べました。また，式典の最後には供与され

たレントゲン機材をはじめ病院内の視察を行いました。メ

ディア関係者はこの模様を一部始終取材し，本協力に対す

る地域住民の大きな期待と高い効果が期待されることを

取材していました。 

  

岩藤大使挨拶    マングウィロ副大臣挨拶 

  

妊婦さんによる歓迎ダンス   参加した地域住民 

  

病院を視察する記者   供与されたレントゲン機材 

 

 



 

プレスツアー後、各メディアから我が国開発協力の取り組

みが報道されており、引き渡し式の当日及び翌日には数度

にわたりテレビ・ラジオでの報道がなされるとともに，１

０日付け及び１７日付けの新聞においても関連記事が掲

載されました。多くの国民が目にする各種メディア媒体を

通して本支援計画が取り上げられたことで、ジンバブエ国

民の我が国開発協力事業への理解もより一層深まったの

ではないかと思います。 

 

関連報道 

プレスツアー後にリリースされた新聞報道 

 

【デイリーニューズ紙（１２月１０日）】 

Hospital gets digital X-ray machine（邦訳：「病院がデ

ジタル・レントゲン機材を確保」）】 

 

【ニューズ・デイ紙（１２月１７日）】 

Chidamoyo needs more nurses, doctors 

（邦訳：「チダモヨ病院は更なる看護師と医師が必要」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 


